




要約:周産期センターにおける3年間の NICU 入院児において 1年以上の外来フォローがで

き運動発達予後が判明している 686 名(平均在胎 34 週、平均体重 1984g)を対象に脳障害

の有無、HRI上の脳病変の有無、リハビリ訓練の有無を調査し、MRI の有用性を評価した。

運動障害は 9.6%に認め、7 割は周産期脳障害、3 割は先天性の脳障害であった。リハビリ

は 146 名に施行された。約 9割は運動障害を画像で予測だきたが、未熟児における脳幹障

害やアテトーゼ型脳性麻痺は画像で予測は不可能と考えられた。超低出生体重児にしばし

ば認める脳室内出血によらない脳室拡大は運動障害を呈さず、PVL との鑑別が重要である。

PVL は在胎 28 週に好発し、エコーで診断の難しい例でも新生児 MRI で診断が可能で、そ

のポイントは半卵円中心、の脳室周囲に存在する点状の T1 短舘像と考えられた。NICU 入

院中の MRI 検査は利点が多く、MRI 未施行例の運動障害 6 例のうち 5 例が PVL であったこ

とを考慮すると、積極的な MRI 検査が早期からリハビリに有用と考えられた。


